
　１２月４日をもって廃線となったＪＲ留萌線増毛 留ー萌間。廃線が近づくにつれて、多くの観光客や鉄道

ファンがＪＲに乗って増毛に訪れました。また、少しでも思い出に残そうと車両や各駅、乗降所などの写真

撮影などをする町民も多数おり、名残を惜しみながら増毛線との残り少ない時間を共有していました。

たくさんの思い出をありがとう！ＪＲ増毛たくさんの思い出をありがと う ！Ｊ Ｒ増毛線線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥２２～３～３ＰＰ

栄誉をたたえて 表彰栄誉をたたえて 表彰式式 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４～５４～５ＰＰ

まちの話まちの話題題（（増毛幼稚園お遊戯増毛幼稚園お遊戯会会 ほか ほか）） ‥‥‥‥‥‥６～７６～７ＰＰ

除雪作業がはじまります除雪作業がはじまります！！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８８ＰＰ など など

たくさんの思い出をありがと う ！Ｊ Ｒ増毛線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥２～３Ｐ

栄誉をたたえて 表彰式 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４～５Ｐ

まちの話題（増毛幼稚園お遊戯会 ほか） ‥‥‥６～７Ｐ

除雪作業がはじまります！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８Ｐ など
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ニ
シ
ン
漁
で
大
い
に
栄
え
て
い
た
増
毛

ま
で
線
路
が
延
伸
さ
れ
た
の
は
大
正
　
年
１０

（
１
９
２
１
年
）。
全
国
か
ら
出
稼
ぎ
に

来
た
大
勢
の
ヤ
ン
衆
た
ち
で
浜
が
活
気
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
頃
の
こ
と
で
す
。

　
鉄
道
に
乗
っ
て
多
く
の
人
や
物
資
が
増

毛
町
に
流
入
し
、
駅
を
中
心
に
栄
え
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
貨
物
車
に
今
で
は
考
え

ら
れ
な
い
程
の
量
の
ニ
シ
ン
を
載
せ
て
札

幌
、
旭
川
な
ど
の
地
方
都
市
や
全
国
各
地

に
流
通
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　「
ニ
シ
ン
が
大
漁
に
な
る
と
子
ど
も
た

ち
も
漁
の
手
伝
い
を
す
る
た
め
、
よ
く
学

校
が
休
み
に
な
っ
た
。
留
萌
駅
に
着
い
て

か
ら
知
ら
さ
れ
る
の
で
、
ま
た
列
車
に

乗
っ
て
増
毛
ま
で
Ｕ
タ
ー
ン
だ
っ
た
。」
と

語
る
の
は
舎
熊
に
住
む
中
嶋
強
さ
ん
（
　８２

歳
）。「
当
時
は
上
級
生
が
前
、
下
級
生
が

後
ろ
の
車
両
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
り

怖
い
上
級
生
に
気
を
遣
い
な
が
ら
乗
っ
て

い
た
の
は
い
い
思
い
出
。」
と
留
萌
中
学
校

（
現
留
萌
高
校
）
に
通
っ
て
い
た
当
時
の

思
い
出
を
話
し
ま
す
。

　
明
和
園
に
入
所
し
て
い
る
清
野
榮
子
さ

ん
（
　
歳
）
は
、「
舎
熊
の
駅
ま
で
行
く
の

８０

に
渡
っ
た
鉄
橋
が
怖
く
て
ね
」
と
朱
文
別

沢
に
住
ん
で
い
た
当
時
の
様
子
を
語
り
ま

す
。「
ニ
シ
ン
が
獲
れ
な
く
な
っ
て
か
ら

は
、
ガ
ン
ガ
ン
部
隊
（
浜
で
買
い
付
け
た

魚
を
入
れ
た
ブ
リ
キ
缶
を
背
負
っ
て
行
商

を
行
う
人
々
）
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
深

川
行
き
の
列
車
に
乗
っ
て
い
て
座
る
と
こ

ろ
が
な
か
っ
た
け
ど
列
車
に
乗
る
の
は
好

き
で
し
た
。
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

ず
っ
と
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
鉄
道

が
な
く
な
る
の
は
や
っ
ぱ
り
寂
し
い
。」
清

野
さ
ん
は
静
か
な
口
調
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
増
毛
町
が
ニ
シ
ン
で
湧
い
た
時
代
。
ニ

シ
ン
が
獲
れ
な
く
な
っ
て
人
が
ど
ん
ど
ん

い
な
く
な
っ
て
い
っ
た
時
代
。
映
画
や
ド

ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
観
光

客
を
迎
え
た
時
代
。
様
々
な
時
代
を
町
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
　
年
。
今
度
は
増
毛

９５

町
だ
け
が
「
鉄
道
が
な
く
な
っ
た
時
代
」

を
経
験
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

葛
昭
和
　
年
代
後
半
～
　
年
代
に
か
け
て
の
増
毛

３０

４０

駅
周
辺
の
写
真
。
列
車
に
乗
っ
て
い
た
た
く
さ
ん

の
乗
客
が
駅
か
ら
出
て
く
る
様
子
が
確
認
で
き
る
。

写
真
中
央
上
部
に
は
Ｓ
Ｌ
の
黒
煙
が
写
っ
て
い
る
。

　
月
４
日
の
運
行
を
も
っ
て
廃
線
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
増
毛
線

１２

◆
町
民
の
足
と
し
て
活
躍
し
、一
緒
に
歩
ん
で
き
た
　
年
９５

　ＪＲ留萌線増毛－留萌間が１２月４日の運行を持って廃線になったことに伴い、ＪＲ北海道から支援を受

けて、早朝及び夜間の路線バスがない時間帯に完全予約制乗合タクシー（有料）を委託運行しています。

《運 賃 表》（　　）は子ども運賃

阿分バス停彦部バス停舎熊駅前バス停第一朱文別バス停第一箸別バス停旧ＪＲ増毛駅出発地・目的地

２００円

（１００円）

２００円

（１００円）

２００円

（１００円）

３００円

（１５０円）

３００円

（１５０円）

４００円

（２００円）

ＪＲ留萌駅
※幸町バス停　　　　
※留萌税務署前バス停

ＪＲ廃線に伴う早朝及び夜間の完全予約制乗合タクシーが運行されています ！

詳しくは、広報ま

しけ１１月号の折込

チラシ（緑色の紙）

をご覧下さい。

《
運
行
ダ
イ
ヤ
》

旧ＪＲ増毛駅舎前　　　　6：10

第一箸別バス停　　　　　6：15

第一朱文別バス停　　　　6：17

舎熊駅前バス停　　　　　6：20

彦部バス停　　　　　　　6：22

阿分バス停　　　　　　　6：26

※留萌税務署前バス停　　6：33

※幸町バス停　　　　　　6：35

ＪＲ留萌駅正面玄関前　　6：40

※は降車のみ

＝
 早
朝
便
 ＝

ＪＲ留萌駅正面玄関前　21：15

阿分バス停　　　　　　21：28

彦部バス停　　　　　　21：32

舎熊駅前バス停　　　　21：34

第一朱文別バス停　　　21：37

第一箸別バス停　　　　21：39

旧ＪＲ増毛駅舎前　　　21：44

＝
 夜
間
便
 ＝

問合せ先　増毛町役場町民課町民環境係（緯５３－１１１２）

予約先：小鳩交通
０１６４－４２－２２３３（増毛からは０１６４不要）

または

０１２０－３２５－８１８（フリーダイヤル）

予約時に住所・氏名・電話番号・乗降場所を告げてください。

早朝便の予約

前日の１８：００まで

夜間便の予約

当日の１５：００まで

※万が一キャンセルをする場合は、お早めに連絡願います。
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和田　睦美（岩尾）

髙橋　功　（舎熊）

功 績 表 彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯

○防災部門

後藤　勝　（暑寒沢）

大沼　清人（舎熊）

仙北　清孝（暑寒沢）

横関　俊幸（信砂）

○自治振興部門

中舘　寛　（信砂）

○産業部門

小林　翼　（南畠中町４）

甲谷　映二（畠中町５）

○社会事業部門

◇平成28年度増毛町体育協会スポーツ表彰◇

　10月７日、文化センターにおいて行われた町体育協会（上野剛会長）主催の平成28年度「体育の日」記

念前夜祭の中で、平成28年度体育協会スポーツ表彰が行われ、スポーツ奨励賞２名、スポーツ振興賞１

名の計３名に対し上野会長から表彰状が授与されました。受賞された方は以下の通りです。（敬称略

〈　〉内は推薦団体）

◇平成28年度増毛町表彰式◇

　まちづくりに貢献された方をたたえる、平成28年度増毛町表彰式が11月３日

の文化の日にオーベルジュましけで行われました。

　今年度は、功労表彰１名、功績表彰９名、勤続表彰３名、善行表彰１名の計

14名の受賞となり、堀町長より表彰状や記念品などが手渡されました。受賞さ

れた方は以下の通りです。（敬称略）

　永年に亘り、増毛町議会議員として、地方自治の振興発展に寄与されると

ともに、数々の要職を歴任し、町勢の振興に大きく貢献されました。

スポーツ奨励賞芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

勤 続 表 彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯
白幡　仁　（南暑寒町６）　　杉本　俊子（中歌）

齋藤　洋一（南畠中町４）

功 労 表 彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯
岩崎　俊一（畠中町３）

善 行 表 彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯
工藤　則子（弁天町５）

スポーツ振興賞芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

▲謝意を述べる髙橋愛子さん

滑
堀
町
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
を

手
渡
さ
れ
る
岩
崎
俊
一
さ
ん

栄
誉
を
た
た
え
て

表
彰
式

　平成28年６月26日に小樽市で行われた「第44回道新杯少年剣道大会」

女子小学３・４年生の部において、全道各地から参加した49名の中見事

優勝を飾りました。

髙橋　愛子〈増毛剣道連盟〉

　平成28年７月17～18日に旭川市で開催された「第34回北海道小学生陸

上競技大会」において、男子６年砲丸投で見事優勝を飾りました。

寺澤　海知人〈増毛町体育協会〉

　平成11年から、暑寒パークゴルフクラブの役員として、パークゴルフの普及に努め、会員相互の親

睦を深め、高齢者の運動不足の解消にも尽力し、高齢者の健康維持に貢献するとともに、町内のパー

クゴルフの振興に寄与されました。

八谷　勝〈暑寒パークゴルフクラブ〉
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◇
平
成
　
年
度
高
齢
者
叙
勲
を
受
章
◇

２８

　
元
町
議
会
議
員
の
秋
田
実
さ
ん
が
、

平
成
　
年
度
高
齢
者
叙
勲
を
受
章
し
、

２８

　
月
　
日
、
堀
町
長
か
ら
勲
章
が
伝

１０

１１

達
さ
れ
ま
し
た
。

【
略
歴
】
昭
和
　
年
か
ら
町
議
会
議

５７

員
を
５
期
　
年
務
め
、
ま
た
、
町
普

１７

通
財
産
運
営
委
員
、
町
営
観
光
施
設

運
営
委
員
、
町
都
市
計
画
審
議
会
委

員
な
ど
を
歴
任
し
、
永
き
に
わ
た
っ

て
産
業
経
済
の
振
興
、
教
育
文
化
の

発
展
、
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど
に
多

大
な
貢
献
を
し
た
。

秋
田
　
実
 さ
ん
（
舎
熊
）

◇
平
成
　
年
度
秋
の
叙
勲
を
受
章
◇

２８　
元
町
議
会
議
員
の
村
山
敏
雄
さ
ん

が
、
平
成
　
年
度
秋
の
叙
勲
を
受
章

２８

し
、　

月
　
日
、
藪
紀
洋
留
萌
振
興

１１

２２

局
長
か
ら
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　【
略
歴
】
町
議
会
議
員
を
昭
和
　
年
４６

か
ら
通
算
で
　
期
　
年
務
め
、
町
議

１０

４０

会
の
様
々
な
委
員
会
の
委
員
長
を
歴

任
し
た
。
ま
た
、
町
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
会
長
な
ど
、
行
政
委
員

会
等
の
要
職
も
務
め
、
永
き
に
わ

た
っ
て
産
業
経
済
の
振
興
、
教
育
文

化
の
発
展
、
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。

村
山
　
敏
雄
 さ
ん
（
畠
中
町
）

　
平
成
　
年
度
か
ら
５
年
間
に
わ
た
っ
て
献
血

２４

推
進
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
献
血
率
の
向
上

に
大
き
く
貢
献
し
た
と
し
て
、
増
毛
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
に
対
し
日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部

か
ら
感
謝
状
が
届
き
、　

月
　
日
、
そ
の
伝
達

１１

２１

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
同
ク
ラ
ブ
会
長
の
長
谷
川
勇
恵
さ
ん

（
写
真
左
）
と
幹
事
の
仙
北
清
孝
さ
ん（
写
真
中

央
）
が
出
席
し
、
堀
町
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
福
祉
厚
生
課
保
健
指
導
係
の
担
当
者
は
、

「
年
々
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
献
血
数
が
盛
り

返
し
た
。
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
中
で
毎
年

の
献
血
数
を
維
持
す
る
だ
け
で
も
大
変
な
の
に
、

増
加
し
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
」
と
称
賛
し
、

長
谷
川
会
長
は
、「
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動

を
継
続
し
て
行
い
、
更
な
る
献
血
数
の
増
加
に

つ
な
げ
た
い
」
と
意
欲
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

◇増毛ライオンズクラブに

感謝状を授与◇

　
　
月
　
日
、
民
生
委
員
や
心
配
ご
と
相
談
所

１０

３１

相
談
員
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
な
ど
を
努

め
、
永
年
に
わ
た
っ
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽

力
し
た
と
し
て
、
仙
北
加
寿
子
さ
ん
（
暑
寒
沢
）

に
対
し
、
留
萌
振
興
局
保
健
環
境
部
社
会
福
祉

課
の
池
崎
達
成
課
長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
仙
北
さ
ん
の
経
歴
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
で
す
。

　《
経
歴
概
要
》

　
 民
生
委
員
児
童
委
員
（
平
成
　
年
～
現
在
）

１３

　
 心
配
ご
と
相
談
所
相
談
員

（
平
成
　
年
～
現
在
）

１３

　
 町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

（
平
成
　
年
～
現
在
）

２３

◇
平
成
　
年
度
留
萌
振
興
局
長

２８
（
社
会
福
祉
課
所
管
）
表
彰
◇

仙
北
　
加
寿
子
 さ
ん
（
暑
寒
沢
）
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ま 題話のち

　
旧
増
毛
小
学
校
校
舎
が
ち
ょ
う
ど
　
周
年
を

８０

迎
え
る
　
月
　
日
、
旧
校
舎
の
大
そ
う
じ
イ
ベ

１１

１１

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
や
か
つ
て
勤
務
し
て
い
た
先
生
方
を

中
心
に
約
　
名
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
ほ
う
き

４０

や
モ
ッ
プ
、
雑
巾
が
け
な
ど
、
分
担
し
て
掃
除

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
歴
代
の
校
長
先
生

方
は
校
長
室
を
丁
寧
に
掃
除
す
る
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
様
々
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
１
時
間
に

わ
た
っ
て
作
業
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
は
、
教
室
に
用
意
さ
れ
た

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
、
給
食
形
式
で
配
布
し
て
昔

を
思
い
出
し
な
が
ら
味
わ
い
ま
し
た
。

旧
増
毛
小
学
校
校
舎
を
自
分
た
ち
の
手
で
大
そ
う
じ

　
　
月
９
日
、
高
齢
者
の
防
犯
や
交
通
安

１１
全
に
つ
い
て
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

ゲ
ー
ム
等
を
通
じ
て
高
齢
者
相
互
の
交
流

を
図
る
目
的
で
、
平
成
　
年
度
防
犯
・
交

２８

通
安
全
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
前
段
で
留
萌
警
察
署
か
ら
、
交
通
安
全

と
特
殊
詐
欺
な
ど
の
防
犯
対
策
等
に
つ
い

て
の
講
話
を
聞
い
た
後
、
ゲ
ー
ム
競
技
で

得
点
を
競
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
弁
護

士
の
講
話
を
聞
い
て
相
続
や
空
き
家
問
題

に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

高
齢
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
る

　
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
、
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
絵
本
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
目
的
で
道
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
を
ま

わ
る
「
え
ほ
ん
わ
く
わ
く
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
　
月
１１

２
日
、
あ
っ
ぷ
る
保
育
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ト
ド
ッ
ク
」
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
と
っ

し
ー
お
兄
さ
ん
が
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
リ
ズ

ム
体
操
、
ク
イ
ズ
な
ど
で
幼
児
た
ち
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
後
半
に
は
ト
ド
ッ
ク
も
登
場
し
、
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
。
ぬ
い
ぐ
る
み
や
絵
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
受
け
取
り
、
最
後
は
記
念
撮
影
で
楽
し

い
時
間
を
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

ト
ド
ッ
ク
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
そ
う

　
　
月
６
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お

１１
い
て
、
増
毛
幼
稚
園
の
お
遊
戯
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
固
い
表
情
を
し
て
い
た
園
児
た
ち

も
、
演
目
が
進
む
に
つ
れ
て
徐
々
に
緊
張
が
ほ

ぐ
れ
、
こ
だ
わ
り
の
色
鮮
や
か
な
衣
装
を
ま

と
っ
て
ス
テ
ー
ジ
を
め
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
元
気

に
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
組
に
よ
る
劇「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

で
は
、
練
習
通
り
に
し
っ
か
り
セ
リ
フ
も
言
え

て
、
と
て
も
完
成
度
の
高
い
劇
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
お
遊
戯
を
披
露
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ま 題話のち

　みなさんはお米を買うとき、何を基準にして選びますか？価格？産地？味？今回は11月８日に文化セ

ンター大ホールで行われた「増毛産ななつぼし新米大試食会」に潜入しました！

　以前にこの広報でお知らせした通り、増毛町は全国レベルの良食味米の産地です。お米大好き人間の

広報マンがよだれを垂らしながら会場に入ると、お米が炊けたときのなんとも言えない良い香りとえび

汁の食欲をそそる香りが充満していました。さっそくご飯がもらえるブースに並び、「大盛りでお願い

しまーす」と伝えます。「あくまで試食なんだからな」と某上司に言われたことはすでに覚えていません。

大盛りご飯を受けとって空いている席に座り、つやつやでほっかほかのご飯を箸ですくい上げて大きく

開けた口へ…。ううううまい概ご飯一粒一粒から甘味と旨みが伝わってきます。おかずなんていりませ

ん。ご飯だけでどんどんいけます。しかし、この試食会は町内の水産加工会社やお寿司屋さんがご飯に

合う自慢のおかずを用意してくれているのです！前言撤回です。えび汁、糠ニシン、たらこにいくら、

お漬け物にオクラかずのこ…ご飯に合う合う、あー幸せ！もう動けない！…結局大盛りご飯３杯もたい

らげてしまいました…。

　こんなにおいしいお米の産地に住んでいるんですから、毎日食べない手はありません。みなさん、ぜ

ひ「増毛産」にこだわってお米を買いましょうね！

ｖｏｌ，２０

　
　
月
　
日
、
増
毛
漁
業
協
同
組
合
青
年
部

１１

１５

（
林
一
了
部
長
）
よ
り
増
毛
町
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
又
野
莉
緒
主
将
）
に
対
し
て
、

今
後
の
活
動
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
現
金
３
万
円
が
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
部
長
か
ら
寄
付
金
を
手
渡
さ
れ
た
又
野
主
将
は
、

「
先
日
の
大
会
で
は
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で
、
次

回
の
大
会
で
は
こ
の
悔
し
さ
を
晴
ら
せ
る
よ
う
に
感

謝
を
忘
れ
ず
に
頑
張
り
ま
す
。」
と
今
後
の
活
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

　
同
青
年
部
で
は
、
平
成
　
年
か
ら
「
漁
師
の
力
酒
」

２２

の
収
益
金
で
町
内
小
中
学
校
や
少
年
団
な
ど
に
備
品

の
寄
贈
や
現
金
の
寄
付
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
林
部

長
は
、「
今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た

　
　
月
　
日
、
増
小
体
育
館
に
お
い
て
増
毛
ラ
イ

１１

１３

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
長
谷
川
勇
恵
会
長
）
主
催
で
増

毛
と
留
萌
の
児
童
を
対
象
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元
日
本
代
表
で
現
在
プ
ロ
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
選
手
の
田
中
姿
子
さ
ん
を
コ
ー
チ
に
呼

ん
で
行
わ
れ
た
こ
の
教
室
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
田
中
さ
ん
が
見
せ
る
お
手
本
を

自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
向

け
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
熱
心
に
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

元
日
本
代
表
が
練
習
方
法
な
ど
を
指
導

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
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①路上駐車はやめましょう

　早朝の除雪時に路上駐車をしている車が数多

く見受けられます。吹雪の時は確認が困難であ

り、追突・接触等により損傷を受ける場合もあり

ますので、路上での終夜駐車は絶対しないでく

ださい。また、所用で駐車している場合に除雪

車が来たら支障のない場所に移動してください。

②道路に雪を捨てないでください

　除雪道路内に自宅玄関先や裏小路の雪を捨て

ている人が多数見受けられます。雪を捨てると

道路幅が狭くなり、交通の安全性を害しますの

で、除雪道路内には捨てず道路外に捨てるよう

にしてください。

③雪捨て場所について

　商店・事業所等が排雪する場合の雪捨て場は、

暑寒海浜キャンプ場（旧暑寒海水浴場）を予定

しており道路には投雪せず運搬排雪をお願いし

ます。

　また、石・土砂等が混じり、汚染公害を招く

廃棄物は捨てないでください。なお、ゴミの不

法投棄は法律により罰せられますので絶対に捨

てないでください。

④除雪機械による除排雪について

　個人や会社が除雪機械により除排雪する時は、

河川（永寿川、錦川等）や道路には投雪しない

でください。また、公共施設（線路縁石、フェ

ンス、側溝、橋欄干等）の損傷には十分注意し、

万一、損傷したときは直ちに報告してください。

⑤流雪溝の管理運営について

　流雪溝を利用される方は、約束事項を守って、

事故の無いように使用しましょう。

　また、気象状況により中止とする場合があり

ます。その場合は防災無線等により、お知らせ

します。

【問合せ先】

 国道：留萌開発建設部・第１道路工務課

（電話 ４２－３１６８）

 道道：留萌建設管理部・事業室事業課

（電話 ４２－１８４９）

 町道：増毛町役場・建設課管理係

（電話 ５３－１１１５）

 町道：増毛産業振興協同組合

（電話 ５３－３８１０）

　
例
年
、
冬
季
に
開
始
し
て
お
り
ま
す

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
　
月
３
日（
土
）

１２

よ
り
運
転
い
た
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
施
設

の
老
朽
化
、
融
雪
機
能
が
随
所
に
低
下
を

来
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
電
気
料
の
経

費
削
減
を
は
か
る
目
的
で
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
運
行
期
間
短
縮
や
休
止
を
図

り
ま
す
。
な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
代

替
措
置
と
し
て
ス
リ
ッ
プ
防
止
剤
の
散
布

を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ス
リ
ッ
プ
防
止
剤
を
散
布
い
た
し
ま
す

が
、
通
行
さ
れ
る
方
は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
等
に
十
分
注
意
し
、
安
全
運
転
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

 　
 
建
設
課
・
管
理
係

（
電
話
５
３
倆
１
１
１
５
）

月月月月月月月月月月月月月月月月
よよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりり
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドド
ヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
テテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
ンンンンンンンンンンンンンンンン

　
月
よ
り
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グググググググググググググググググ

１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２１２のののののののののののののののの
運運運運運運運運運運運運運運運運
転転転転転転転転転転転転転転転転
をををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開
始始始始始始始始始始始始始始始始
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし

の
運
転
を
開
始
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたた

短縮路線 は、役場～留萌信用金
庫増毛支店と役場～神社下までの２
路線で、１２月３日（土）より２月２８日
（火）までの運転といたします。

【
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
運
行
期
間
短
縮
箇
所
図
】

砕石ペット「まくべい」の配布

　増毛町では、高齢者の雪道での転倒を防止するために積雪凍結時に自宅前などにまく、

５００mlペットボトル入り砕石「まくべい」を無償で配布しております。　今年度も、増毛町黒岩砕石

事業所で製造した「まくべい」を６００本配布します。高齢者がいる世帯に「１軒あたり２本」配布い

たしますので、希望する方は福祉厚生課５３－３１１１（内線５１５、５１９）までご連絡下さい。

　なお、雪が解けた後、道路に残った「まくべい」は、まいた人が掃除するよう御協力願います。

はじま り ます ！ 

作業が雪 除



※１２／３１（土）から１／３（火）までは、各ごみ処理場への直接搬入も休みとなります。

 町民課・町民環境係（ＴＥＬ５ ３崖１ １ １ ２）
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◇年末年始ごみ収集スケジュール◇
土金木水火月日

３１
３０
不燃ごみ
かん・びん

２９
生ごみ

２８
ペットボトル
プラ製容器

２７
可燃ごみ
資源ごみ１

２６
生ごみ
粗大ごみ

１２／２５

７６
不燃ごみ
かん・びん

５
生ごみ

４
ペットボトル
プラ製容器

３
収集なし

２
収集なし

１／１

年末年始のご み出しにご注意 ！

年末年始休業のお知らせ

１　　月１２　　月

７
（土）

６
（金）

５
（木）

４
（水）

３
（火）

２
（月）

１
（日）

３１
（土）

３０
（金）

２９
（木）

２８
（水）

２７
（火）

２６
（月）

留萌振興局などの道の機関

役場、健康一番館　※１

教育委員会

文化センター（貸館業務）

１７時１７時証明書自動交付機　※２

市街診療所　※３

元陣屋

町立体育館

屋内グランド

※４１５時暑寒別岳スキー場　※４

ごみの収集

し尿くみ取り　※５

増毛葬苑

※１　死亡や出生、婚姻届などは、役場で日直者が受付けます（８時４５分～１７時１５分）。
※２　証明書自動交付機の使用は、１２月３０日（金）、１月５日（木）は１７時００分までです。
※３　急病により診療を受けたい方は、まず、電話　５３－１８１１で症状などを連絡してください。
※４　暑寒別岳スキー場の営業は、１２月３１日（土）のみ１５時００までです。１月１日（日）は１０時００分より営

業を開始します。
※５　年内のくみ取りを希望される方は、１２月２６日（月）までに（有）増毛清掃 電話５３－２５７４ へ連絡して

ください。新年のくみ取りは、１月６日（金）から開始します。なお、１月、２月中の土曜日・日曜
日・祝日は休みになります。

■休業日　　■時間帯注意

　年末年始のごみの収集日程については下記の通りとなりますのでご注意下さい。年末年始の時期に

は、ごみ排出量の増加などのためすべてのものがステーションに入りきらない可能性があります。資

源物を外に置くなどの工夫をお願いします。また、普段よりごみの収集時間が遅くなる場合がありま

すので、ご了承願います。

～年末年始の時期にごみを集中して出さないようにご協力をお願いします～
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12月は「年末諸税特別徴収月間」です

「特別徴収月間」に合わせ、

　１２月２３日（金）、２４日（土）、２５日（日） の３日間、

休日納税窓口を開設します。
　「普段は忙しい」「平日はなかなか役場に行けない」…
この機会に納税及び納税相談にお気軽にご連絡・お越しください。

＜受　付　時　間＞　午前９時から午後５時まで
＜場　　　　　所＞　役場１階　税務課
＜お問い合わせ先＞　税務課　税務係・納税係（電話 53－1114）

『休日納税窓口』を開設します

　エルタックスは、道税の「法人道民税・法人事業税・地方法人特別税」と町税の「個人
住民税」「法人町民税」「固定資産税（償却資産）」の申告、一部の届出をインターネットを
利用して行えるシステムです。
　詳しい情報、ご利用届出はホームページをご覧ください。
（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｅｌｔａｘ．ｊｐ/）

　
北海道留萌振興局税務課
　　　 電話 42－8417
増毛町役場税務課
　　　 電話 53－1114

道税・町税の申告がネットでできる

北海道

増毛町

その他の
都府県市町村

　道町民税、固定資産税、国民健康保険税及び軽自動車税の納め忘れはありませんか。

　12月は留萌管内統一「滞納整理強化月間」であり、町としては「年末諸税特別徴収月間」とし、

催告書の発送や自宅・勤務先を訪問しての催告及び給与・預貯金の差押えを実施します。

　多くの方はルールを守り納税されています。まだ、納税されていない方は早急に納税される

か、納税について必ずご連絡ください。

　税金は、皆さんの暮らしを支える貴重な財源です。納税へのご理解とご協力をお願いします。
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マーシーの年金相談

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。

　口座振替は、現金納付よりも割引額が大きい６カ月前納・１年前納・２年前納や、月々50

円割引となる早割制度が用意されています。

　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、

ご希望の金融機関または最寄りの年金事務所へお申し出ください。

　国民年金保険料は、クレジットカードでも納付することができ

ます。

平成29年４月からは、新たにクレジットカード納付でも２年前納

が利用できるようになり、ますます便利な納付方法になります。

　ただし、有効期限を迎えるクレジットカードの場合、更新時に

改めて手続が必要な場合がありますのでご注意ください。クレ

ジットカードでの納付をご希望の方、またはクレジットカード納

付をご利用の方でカードの有効期限を迎える方は、最寄りの年金

事務所にお問い合わせください。

《問合せ先》　役場 保険年金係　電話 53－1113　　留萌年金事務所　電話 43－7211

国民年金保険料は口座振替がお得です！

国民年金保険料はクレジットカードでも納付できます

　一年の終わりを迎えるにあたり、何かと忙しくなることで火災に対する警戒心が緩みがち

になります。各家庭及び事業所等では、火気の使用に十分注意し、以下の項目を守り、火災

のない安全、安心な一年を迎えられるようにしましょう。

＜一般家庭での注意点＞

○ ガスコンロ等の調理器具、暖房器具を安全に使用し、取扱いを確認しましょう。

○ 就寝時又は外出時は必ず火の元を確認しましょう。

○ 放火を防止するために、燃えやすい物はしっかりと管理し、物置は必ず施錠しましょう。

○ 住宅用火災警報器を設置しましょう。

＜飲食店等の多数出入りする施設での注意点＞

○ 防火管理を行ない、夜間の巡視を実施しましょう。

○ 消防用設備等の点検・整備をしましょう。

○ 消火作業及び避難時に障害となる物件の除去をしましょう。

＜休日中の事務所等での注意点＞

○ 火気管理及び通報体制の整備、部外者の進入防止等、警備体制の確認をしましょう。

 増毛町消防本部・予防課（電話 53崖2175）

「平成28年12月25日～31日」

▲「国保のことなら何でも相談

してください！」と話す役場

町民課保険年金係の大石さん

動運防予災火末歳



【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）】

■
応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
者

１８

２７

■
試
験
日

平
成
　
年
　
月
　
日（
日
）、

２８

１２

１１

　
日（
月
）及
び
平
成
　
年
１

１２

２９

月
～
３
月
も
実
施
し
ま
す

■
試
験
会
場
　
旭
川
駐
屯
地

【
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
】

身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員

（
生
徒
）
で
あ
り
、
生
徒
手

当
が
支
給
さ
れ
課
程
修
了
時

に
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を

取
得
で
き
る
。（
提
携
す
る
通

信
制
高
等
学
校
に
編
入
学
）

■
応
募
資
格

中
学
校
卒
業（
見
込
含
む
）の

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
男
子

１５

１７

■
締
め
切
り

一
般
試
験
（
募
集
人
員
約
２

６
０
名
）
平
成
　
年
１
月
６

２９

日（
金
）

■
試
験
期
日

　
一
般
試
験

　
平
成
　
年
１
月
６
日（
金
）

２９

■
試
験
種
目

筆
記
試
験
（
一
次
試
験：

国
、

数
、
理
、
社
、
英
、
作
文
）

■
試
験
会
場

　
一
般
試
験
　
留
萌
駐
屯
地

 
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

留
萌
地
域
事
務
所
（
電
話
 ４

２
倆
４
６
５
０
）

【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

一
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

早
出
・
遅
出
・
夜
勤
の
３
交

替
制
の
勤
務

二
、
日
勤
職
員

早
出
・
遅
出
の
日
勤
２
交
替

制
の
勤
務

三
、
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
、

あ
な
た
の
都
合
に
合
わ
せ
て

調
整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

　
フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
４
埀２
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
３
９
埀４
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
４
埀９
０
０
円
以
上

　
パ
ー
ト
職
員

　
・
時
給
　
　
 ８
３
０
円

　
・
日
給
　
６
埀５
０
０
円

※
資
格
、
経
験
年
数
に
よ
る

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

※
勤
務
形
態
に
よ
り
手
当
の
内

容
が
異
な
り
ま
す
。

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
調
理
員
】

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可

■
勤
務
時
間

・
早
出
６
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１５

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

■
賃
金

　
月
額
１
３
４
埀２
０
０
円
以
上

※
資
格
・
経
験
年
数
に
よ
る

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
そ
の
他
　
パ
ー
ト
勤
務
も
可

○
条
件

　
週
３
日
勤
務

　
勤
務
時
間
　
遅
出
の
み

　
賃
金
　
日
給
６
埀３
０
０
円

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
清
掃
員
】

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

■
賃
金
　
日
給
６
埀
２
０
０
円

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士
】

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

２０

※
栄
養
士
免
許
所
持
者

■
勤
務
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１７

１５

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

■
賃
金

　
月
額
１
４
４
埀９
０
０
円
か
ら

※
所
持
資
格
・
経
験
年
数
を
考

慮
■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
そ
の
他
　

　
健
康
保
険
・
年
金
等
に
加
入

■
採
用
期
日

　
平
成
　
年
４
月
１
日

２９

※
状
況
に
よ
っ
て
は
期
日
前
で

の
採
用
も
有
り

■
第
一
次
申
込
締
切

　
平
成
　
年
１
月
　
日

２９

２０

※
未
決
定
の
場
合
は
継
続
募
集

【
申
込
方
法
】

採
用
決
定
ま
で
随
時
受
付
。

履
歴
書
に
有
資
格
者
は
証
明
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平
成
　
年
度

２８

　
　
　
自
衛
官
募
集

募
　

集

暮 報情のしら

☆
介
護
職
員
初
任
者
研
修
及
び

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
た
め

の
実
務
者
研
修
費
用
の
一
部

に
助
成
が
有
り
ま
す
。

☆
明
和
園
で
新
規
に
就
職
さ
れ

る
場
合
に
は
手
当
支
給

　
　
月
額
五
千
円【
　
ヶ
月
間
】

１２

就
職
の
た
め
、
他
町
村
か
ら

町
内
へ
居
住
さ
れ
る
場
合

　
　
月
額
一
万
円【
　
ヶ
月
間
】

１２

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

（
介
護
員
・
調
理
員
・

清
掃
員
・
栄
養
士
）
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書
の
写
し
を
添
え
て
、
明
和

園
に
提
出
願
い
ま
す
。（
郵

送
可
）

 
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

■
募
集
人
員
　
看
護
職
員
３
名

■
応
募
資
格

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者
又
は
平
成
　
年
３

２９

月
に
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

床
診
療
所
）
又
は
増
毛
町
立

明
和
園
（
老
人
福
祉
施
設
）

■
試
験
の
方
法

面
接
試
験
及
び
健
康
審
査

（
健
康
診
断
書
）

■
受
験
手
続

次
の
書
類
を
下
記
申
込
先
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。

（
ア
）増
毛
町
職
員
（
看
護
職
）

採
用
試
験
申
込
書

（
イ
）健
康
診
断
書

（
ウ
）免
許
証（
写
）

※
卒
業
見
込
み
の
方
は
不
要

※（
ア
）、（
イ
）は
指
定
様
式
で

す
の
で
増
毛
町
Ｈ
Ｐ

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か

直
接
役
場
総
務
課
へ
請
求
願

い
ま
す
。

■
受
付
期
間
　

随
時
募
集
（
欠
員
補
充
す
る

ま
で
募
集
し
ま
す
）

■
採
用
期
日

平
成
　
年
４
月
１
日
（
状
況

２９

に
応
じ
事
前
採
用
有
り
）

■
初
任
給
及
び
そ
の
他
給
与
　

増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
給
与
及

び
諸
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

■
試
験
の
日
時
等

　
後
日
本
人
へ
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

増
毛
町
役
場
総
務
課
・
庶
務

係（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
１
）

【
臨
時
保
育
士
】

■
募
集
人
数
　
１
名

■
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
か

資
格
取
得
見
込
み
の
方
で
増

毛
町
に
在
住
又
は
通
勤
可
能

な
方

■
賃
金

　
月
額
１
５
２
埀６
０
０
円
以
上

　（
そ
の
他
手
当
あ
り
）

※
経
験
年
数
に
よ
り
決
定
い
た

し
ま
す
。

■
採
用
期
日

　
平
成
　
年
４
月
１
日

２９

■
勤
務
条
件

【
平
日
】

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

１０

・
普
通
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

３０

・
遅
出
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

１８

００

【
土
曜
（
隔
週
）】

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１０

５０

・
普
通
９
時
　
分
～
　
時
　
分

４０

１３

００

■
応
募
方
法

平
成
　
年
１
月
　
日（
火
）ま

２９

３１

で
に
履
歴
書
と
保
育
士
証
の

写
し（
見
込
み
の
方
は
後
日
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
取

得
見
込
み
の
方
は
学
校
等
の

取
得
見
込
み
証
明
書
等
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送

可：

期
日
必
着
）

応
募
・
問
合
せ
先

　
福
祉
厚
生
課
・
民
生
係

　（
電
話
 ５
３
倆
３
１
１
１
）

【
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士
】

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

２０

※
栄
養
士
免
許
所
持
者

■
勤
務
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１７

１５

　（
土
、
日
、
祝
は
休
日
）

■
賃
金

　
月
額
１
３
９
埀８
０
０
円

　
　
～
１
４
６
埀３
０
０
円

※
経
験
年
数
に
よ
る

■
採
用
期
日

　
平
成
　
年
３
月
１
日

２９

■
申
込
方
法
　

履
歴
書
及
び
免
許
証（
写
）を

左
記
ま
で
提
出
願
い
ま
す
。

（
郵
送
可
）

■
申
込
期
日

　
平
成
　
年
１
月
　
日（
火
）

２９

３１

申
込
・
問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
市
街
診
療
所

　（
電
話
 ５
３
倆
１
８
１
１
）

町
立
市
街
診
療
所

臨
時
職
員

暮 報情のしら

新着本案内

  総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　「お父さん、木になって」と、
ねだるすーくんに応え、木になり
きったお父さん。何を話しかけら
れても、声にならない声で「木は
なんにも言わないの」と言うばか
り。一人で頑張る、すーくん。

きはなんにもいわないの 片山　健 著藤原　智美 著

　ネット時代に異議あり。何かある
と、すぐネットで検索。ラインの既
読が気になって仕方がない。そんな
あなたに「プチスマホ断食」が、人
間関係に、仕事に、生活に劇的な効
能をもたらす！

スマホ断食

ｈ
ｔｔ
ｐ
：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
．ｍ

ａ
ｓ
ｈｉｋ
ｅ
．ｈ
ｏ
ｋ
ｋ
ａｉｄ
ｏ
．ｊｐ

増
毛
町
立
増
毛
（
あ
っ

ぷ
る
）
保
育
所
の
臨
時

保
育
士

増
毛
町
看
護
職
員

（
栄
町
１
丁
目

　
電
話
 　
倆
９
５
０
０
）

４３

留
萌
セ
ン
ト
ラ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク

【
　
月
　
日
】

１２

１１

日曜当番医
（留萌市）
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暮 報情のしら

　
元
陣
屋
を
会
場
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
に
ち
な
ん
だ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　
ツ
リ
ー
作
り
な
ど
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん

の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
参
加
に
は
申
込
が

必
要
で
す
。

■
開
催
日
時

　
　
月
　
日（
日
）　
時
　
分
～

１２

１１

１３

３０

■
開
催
場
所
　
元
陣
屋

■
対
象
　
幼
児
～
小
学
生

■
入
場
料
　
無
料

※
事
前
に
申
込
み
願
い
ま
す
。

 
総
合
交
流
促
進
施
設
元
陣
屋

　（
電
話
 ５
３
倆
３
５
２
２
）

■
開
催
日
時

　
平
成
　
年
１
月
８
日（
日
）

２９

　
　
時
　
分
～

１４

００

■
開
催
場
所
　

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　
平
成
８
年
４
月
２
日
～

　
平
成
９
年
４
月
１
日
生

■
内
容

　
大
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
記

念
し
て
式
典
と
祝
賀
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
増
毛
町
に
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
す
で
に
ご
案

内
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
他
の

市
町
村
に
転
出
さ
れ
、
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
　
月
　
日

１２

１３

（
火
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
成
人
式
の
実
行
委
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
成

人
者
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
も
　
月
　
日（
火
）ま

１２

１３

で
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

 
教
育
委
員
会
・
地
域
学
習
課

社
会
教
育
係
（
電
話
 ５
３
倆

２
４
２
７
）

　
町
で
は
、
岩
尾
温
泉
あ
っ
た

ま
ー
る
が
休
業
す
る
期
間
、

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け
を
利
用

す
る
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
運
行
期
間
は
　
月
５
日
か
ら

１２

３
月
　
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

２７

で
す
。
バ
ス
の
運
行
時
間
及
び

停
留
所
は
、　

月
号
広
報
の
折

１１

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
福
祉
厚
生
課
・
民
生
係

　（
電
話
 ５
３
倆
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
内
線
５
１
４
）

　
今
年
も
開
催
！
「
よ
り
み
ち

の
駅
ク
リ
ス
マ
ス
」。
ご
家
族

で
体
験
で
き
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！
　
庁
舎
内

に
設
置
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
飾
り

点
灯
式
も
行
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

　
　
月
　
日（
土
）

１２

１７

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分
　

１３

３０

１６

３０

■
開
催
場
所

　
北
海
道
留
萌
合
同
庁
舎

■
内
容

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
灯
式
、
リ
ー

ス
や
ミ
ニ
ツ
リ
ー
作
り
親
子
体

験
、
コ
ン
サ
ー
ト
他

 
留
萌
振
興
局
総
合
案
内

　（
電
話
 ４
２
倆
８
４
０
４
）

　
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と
が

困
難
な
世
帯
に
対
す
る
支
援
除

雪
や
、
地
域
の
交
通
確
保
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
な
ど

に
、
除
雪
機
の
貸
し
出
し
を
行

い
ま
す
。

■
対
象

　
除
雪
支
援
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
除
雪
を
行
う
自
治
会
、
団
体
、

任
意
グ
ル
ー
プ
等

■
貸
出
期
間

　
平
成
　
年
　
月
　
日
か
ら

２８

１２

１０

　
平
成
　
年
３
月
　
日

２９

２０

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
（
土
・
日
・
祝
祭
日
も
貸

し
出
し
致
し
ま
す
。）

■
申
込
み
・
注
意
事
項
等

★
事
前
に
社
会
福
祉
協
議
会
に

連
絡
し
、
使
用
状
況
の
確
認

を
し
て
下
さ
い
。
除
雪
機
を

貸
し
出
し
す
る
際
に
申
請
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
除
雪
機
の
借
受
、
運
搬
、
返

却
は
利
用
者
が
行
っ
て
下
さ

い
。
燃
料
代
も
利
用
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

★
そ
の
他
、
不
明
な
点
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
お
尋
ね
下

さ
い
。

★
貸
し
出
し
機
種
「
ヤ
マ
ハ
Ｙ

Ｔ
倆
１
３
９
０
Ｅ
Ｘ
Ｒ
」

（
全
高
１
坩　
ｍ
、
全
長
１
坩　

３６

７０

ｍ
、
全
幅
０
坩　
ｍ
）

９３

 
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会

　（
電
話
 ５
３
倆
３
６
０
０
）

お
知
ら
せ

元
陣
屋
ま
つ
り

平
成
　
年
２９

　
増
毛
町
成
人
式

除
雪
機
を
貸
し
出
し
ま
す

「
よ
り
み
ち
の
駅
ク
リ
ス

マ
ス
」を
開
催
し
ま
す

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け

浴
場
行
き
送
迎
バ
ス
の

お
知
ら
せ
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○ 65歳以上の方も雇用保険の適用対象となります
　①平成29年１月１日以降に新たに65歳以上の労働者を雇用した場合

　②平成28年12月末までに65歳以上の労働者を雇用し、平成29年１月１日以降も継続して

雇用している場合

　上記①②のいずれかに該当し、雇用保険の適用要件（１週間の所定労働時間が20時間以

上であり、31日以上の雇用見込みがあること）を満たす場合には、管轄ハローワークに「雇

用保険被保険者資格取得届」を提出してください。（②の場合は提出期限の特例があります。

平成29年３月31日までに提出してください。）

○ 65歳以上の被保険者も教育訓練給付金や介護休業給付金等の支給対象となります

○ 育児休業・介護休業給付金の要件を見直します
　①育児休業給付金の対象となる子の範囲の拡大

　②介護休業給付金の対象家族の拡大

　③介護休業の取得回数の緩和

　④有期契約労働者の育児休業・介護休業給付支給要件の緩和

※詳しくは管轄ハローワークにお問合せいただくか、厚生労働省ホームページをご覧くださ

い。

北海道労働局からのお知らせ

平成29年１月１日より

の　　　　　　　等について適用拡大

　増毛町では、町内で開催する同窓会に対し、開催に要する経費の一部について補助金を町

商工会商品券にて交付しております。（ただし、15人以上の出席者で、うち５人以上の町外

居住者の出席が要件となり、30，000円を限度に交付します。）

　補助金を交付した同窓会には、町職員が同窓会にお伺いして、ふるさと納税のＰＲをさせ

ていただきます。

　また、補助金の交付には申請書等の提出が必要となりますので、役場企画財政課企画係ま

でご連絡ください。

　 企画財政課企画係　電話 53－1110

葛
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
開
催

さ
れ
た
同
窓
会
の
様
子

用 保 険雇
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【リフト料金】

毅１回券　　　 　２４０円　（１２０円）

毅１１回券　　　 ２，４００円（１，２００円）

毅１日券　　　 ２，５００円（１，５００円）

　　　　　　　　　　　《１，５００円》

毅ナイター券　 １，０００円（１，０００円）

毅シーズン券　２４，０００円（１２，０００円）

　　　　　　　　　　 《１８，０００円》

毅３０日券　　　１０，０００円 （５，０００円）

　　　　　　　　　　　《７，５００円》

（３０日券は購入日より30日間乗り放題）

　※（　　）内は中学生以下の子ども料金

　　《　　》内は６０歳以上のシニア料金

スキーロッジ食堂
《営業時間》

平日　　　１１：００～１６：００

ナイター　１１：００～２０：００

３月平日　１３：００～１８：００

３月土日　１１：００～１６：００

オープン初日は

スタンプ２倍 ！ ！

　回数券または一日券を

購入するごとにスタンプ

１個押印。１０個たまると

一日券に交換できます。

オープン初日の１７日は、

スタンプ２倍のサービス

デー！たくさんのご来場

お待ちしております。

シーズン券予約受付中 ！
大人　　２４，０００円

子ども　１２，０００円

《予約特典》

　ロッジ食堂お食事券

　600円分×２枚！！

～１２月１５日受付分まで

受付：役場商工観光課

　　　　　（５３－３３３２）

《無料！！スキーバス》
　無料で乗れるスキー場まで

の送迎バスを１月２日（月）か

ら２月２６日（日）まで、土日・

祝日限定で運行します。

　発着場所は留萌市住之江町

の留萌合同庁舎（留萌振興局）

前から増毛町文化センター経

由となります。詳しくは広報

ましけ１月号にてお知らせし

ます。

暑寒別岳スキー場が１２月１７日（土）から営業をスタートします。今シーズンは

２０１７年３月１２日（日）まで毎日営業！この暑寒別岳スキー場、実は道内でも有

数のパウダースノースポットとして、道内外のスキー・スノーボード愛好家の間

で話題が沸騰中。暑寒別岳を眺めながら極上のパウダースノーをお楽しみくだ

さい。（広報マンのおすすめは、朝一番の第２リフトチャレンジコース！）

※ナイター営業は１月、２月の金・土曜日、３月は１１日までの日曜以外毎日

ＯＰＥＮ 10：00 葛 ＣＬＯＳＥ 17：00
ナイター営業日（１月・２月の金・土）　ＣＬＯＳＥ 21：00

日曜・祝日　ＯＰＥＮ 9：30
《３月平日》ＯＰＥＮ 13：00 葛 ＣＬＯＳＥ 21：00

年末年始営業は
１２月３１日15：00 ＣＬＯＳＥ　　１月１日10：00 ＯＰＥＮ

増毛町暑寒別岳スキー場
〒０７７－０２１６ 増毛郡増毛町暑寒沢６９８番地1

ＴＥＬ＆ＦＡＸ 0164－53－3002

（役場内連絡先：増毛町役場商工観光課　ＴＥＬ.０１６４－５３－３３３２）
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１１月末
人口と世帯

（－１３）人4,551人口

（－８）人2,104　男

（－５）人2,447　女

（－８）世帯2,333世帯

（　）は前月との増減

１１月１日～１１月３０日届出分

≪この欄は、有料で商業広告などを掲載しています。≫

猿
ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
猿

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
）

○
香
典
の
一
部
か
ら

・
伊
藤
　
俊
昭
さ
ん（
留
萌
市
）

　
自
治
会
へ

３４

・
朝
倉
美
枝
子
さ
ん（
南
永
寿
町
）

　
倆
２
区
自
治
会
へ

２３

・
渡
辺
勢
津
子
さ
ん（
舎
熊
）

　
区
自
治
会
へ

１１

・
小
田
壽
美
子
さ
ん（
舎
熊
）

舎
熊
連
合
自
治
会
へ

・
木
下
　
遥
仁
さ
ん（
札
幌
市
）

　
区
自
治
会
へ

２６

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
） 

○
社
会
福
祉
に

・
増
毛
町
青
年
部
共
働
体
（
南
留
萌
農
協
青
年
部
・
増
毛
漁
業

青
年
部
・
増
毛
町
商
工
会
青
年
部
）

○
香
典
の
一
部
か
ら

・
朝
倉
美
枝
子
さ
ん

【
１
月
号
へ
の
掲
載
希
望

　
月
　
日（
水
）
ま
で
】

１２

１４

  
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

町税の納期について

 税務課・税務係（電話 ５３－１１１４）

国民健康保険税（第６期）

12 月30日（ 金 ） 

昼だっ
て

 歌っ
ちゃお

う

ダ イ ニン グ バ ー オ ー シ ャ ン
（月曜定休）すずらん通り ℡ ５３－３９２２　ランチ１１：３０～１３：３０

毎週火曜・木曜の

１３：００～１５：３０までの

２時間半

ワンドリンク付きで

歌い放題

1，000円ポッキリ

29年1月から

噛新たに 増増増増増増増増増増毛毛毛毛毛毛毛毛毛毛町町町町町町町町町町教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員増毛町教育委員 に任命されました噛
任期：平成２８年１０月１２日から４年間

　教育委員は、創造的で人間性豊かな人材を育成するため、教育、

文化、スポーツの振興など幅広い分野にわたる教育行政を一体的に

推進していく上で重要な役割を担っており、教育委員会議において、

教育施策等の協議、決定を行います。

滑堂端　正志 さん（舎熊） 田谷あき子 さん（暑寒町）葛



晶１ ６●広報ましけ１２月号発行捷５

●暑寒別岳スキー場オープン １０：００～松１７昇６

掌１ ８昌７

捷１ ９●ベビーマッサージ教室 １０：００～１１：００
　健康一番館
●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館

昭８

●日本脳炎予防接種 １５：３０～１６：００ 市街診療所昇２０晶９

昌２１松１ ０

●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館
●なかよしクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館

粗大ご み申込受付最終日

昭２２●元陣屋まつり １３：３０～ 元陣屋掌１ １

 天皇誕生日晶２３捷１ ２

松２４●親子遊びの広場（クリスマス）９：３０～１１：００
　健康一番館

昇１ ３

●こどもシアター １３：３０～ 元陣屋掌２５昌１ ４

●広報ましけ１月号発行
●町民健康相談 ９：００～１１：３０ 健康一番館

捷２６●乳幼児相談 ９：３０～１１：３０ 健康一番館昭１ ５

１２
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粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日）　　  留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。粗大ごみ収集の申込は９：００～１７：００（受付最終日は１５：００）ま
でに、留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）に電話申込してください。その際にステーション番号を忘れずに
伝えてください。
※「ごみ分別ハンドブック」では、申込は２日前の１５：００までとなっていますが、増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
その前日）の１５：００までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、当該粗大ごみに貼り付け、収集日の９：００までにごみステーション横又は
自宅前に出してください。　　

家庭ごみの収集日について

　生　 生ごみ　 　 可 燃  可燃系埋立ごみ　 不 燃  不燃系埋立ごみ　 プ ラ  プラ製容器　 ペット  ペットボトル

 か・び  かん、びん　　木　 木くず　　　　 金属・危険  金属類、危険ごみ　 粗 大  粗大ごみ

 資源１  紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール　 資源２  新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック

マ
ー
ク
の
見
方

広
報
ま
し
け
　
　
　
月
号

１２

 可 燃 

 可 燃   資源１ 

　生　  粗 大 

　生　  資源２ 

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 

 不 燃   か・び 

 可 燃 

 ペット   プ ラ 

　生　

　生　  金属・危険 

　生　  資源２ 

 ペット   プ ラ 

　生　

 不 燃   か・び 

　生　 　木　




